
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

・

回

　
島
崎
藤
村
、
写
実
小
説
の
ジ
レ
ン
マ

２
　
「
旧
主
人
」
を
読
む

　
　
　
小
説
家
藤
村
の
実
質
的
な
処
女
作
「
旧
主
人
」
。

　
　
　
そ
の
作
品
世
界
へ
分
け
入
ろ
う
―
―

「
旧
主
人
」
を
読
む

「
旧
主
人
」

『
新
小
説
』
一
九
〇
二
年
一
一
月
。
「
藁
草
履
」
と
並
ぶ
島
崎
藤
村
の
実
質
的
小
説
デ
ビ
ュ
ー
作
。

・

作
品
の
ど
の
側
面
に
注
目
し
て
読
解
す
る
か
？

　
・
藤
村
の
経
歴
や
「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
な
ど
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
・
都
市
／
地
方

　
・
語
ら
れ
る
も
の
（
衣
装
）
語
ら
れ
な
い
も
の
（
金
銭
）
　
　
　
　
　
　
　
・
人
物
論
、
語
り
手
論

・

「
旧
主
人
」
の
「
女
」
像
、
「
男
」
像

課
題
１

　
お
定
の
人
物
造
形
に
つ
い
て
、
大
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ

課
題
２

　
綾
の
人
物
造
形
に
つ
い
て
、
大
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ



課
題
３

　
お
つ
ぎ
さ
ん
の
人
物
造
形
に
つ
い
て
、
大
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ

課
題
４

　
作
品
中
で
示
さ
れ
る
「
女
」
論
に
つ
い
て
、
大
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ

課
題
５

　
作
品
中
で
示
さ
れ
る
「
男
」
論
に
つ
い
て
、
大
切
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘
せ
よ

整
理

「
旧
主
人
」
の
発
禁

「
旧
主
人
」
は
、
発
表
約
一
ヶ
月
後
に
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
当
初
は
作
品
末
部
の
「
く
ち
づ
け

接
吻
」
の
描
写
が
原
因
と
言
わ
れ

た
が
、
少
し
後
に
は
、
恩
師
の
家
庭
を
描
い
た
こ
と
に
対
し
て
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
の
記
者
で
あ
っ
た
山
路
愛
山
が
立
腹

し
、
そ
れ
が
発
禁
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
藤
村
の
恩
師
で
あ
る
木
村
熊
二
の
家
庭
を

モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
真
偽
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

・

藤
村
の
反
応

■
引
用

■

藤
村
書
簡
、
田
山
花
袋
宛
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
九
日

「
〔
…
〕
信
州
諸
新
聞
紙
の
報
に
よ
り
、
又
馬
場
〔
孤
蝶
〕
兄
よ
り
の
通
知
に
よ
り
、
『
旧
主
人
』
の
法
に
触
れ
た
る
を
確
か
め
申
候
。

は
じ
め
て
産
れ
た
る
双
児
〔
「
旧
主
人
」
と
「
藁
草
履
」
〕
の
一
は
世
の
光
を
見
る
こ
と
僅
に
一
週
に
し
て
死
せ
り
。
笑
ふ
べ
く
憐
む
べ

き
は
小
生
が
新
し
き
旅
路
の
発
足
に
御
座
候
は
ず
や
。
」



・

原
因
に
つ
い
て
の
噂

■
引
用

■

編
集
局
同
人
「
近
刊
合
評
　
旧
主
人
」『
文
芸
界
』
一
九
〇
二
年
一
二
月

「
併
し
あ
す
こ
の
所
が
内
務
省
の
お
役
人
様
の
目
に
触
れ
て
、
発
売
禁
止
に
な
つ
た
為
め
噂
は
パ
ツ
ト
全
国
に
広
が
つ
て
、
日
頃
小
説

嫌
ひ
の
誰
れ
彼
れ
ま
で
、
我
も

く
と
大
騒
ぎ
を
し
て
却
つ
て
多
数
に
読
ま
れ
た
さ
う
で
す
。
作
者
、
書
肆
、
寧
ろ
以
て
栄
と
す
べ
し

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
兎
角
『
臭
い
も
の
に
蓋
』
主
義
の
結
果
は
得
て
か
う
い
ふ
滑
稽
を
演
ず
る
も
の
で
す
て
。
」

■
引
用

■

「
風
俗
壊
乱
の
小
説
」
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
八
年
五
月

「
島
崎
藤
村
の
『
旧
主
人
』
が
や
ら
れ
た
の
は
、
其
の
終
り
の
所
に
、
男
と
女
と
が
キ
ツ
ス
す
る
様
を
明
ら
さ
ま
に
描
い
た
か
ら
だ
と

い
は
れ
る
が
、
併
し
、
こ
の
頃
、
山
路
愛
山
が
文
芸
講
演
会
で
し
や
べ
つ
た
り
、『
国
民
』
の
『
書
斎
独
語
』
で
書
い
た
り
し
た
所
に
依

る
と
、
其
の
条
下
よ
り
は
寧
ろ
、
こ
の
作
が
、
旧
の
主
人
の
こ
と
を
書
い
た
と
い
ふ
の
で
、
不
埒
な
ツ
、
と
い
つ
た
訳
で
あ
つ
た
ら
し

い
。
作
物
が
風
俗
を
壊
乱
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
作
者
が
忘
恩
で
あ
る
と
い
ふ
実
際
道
徳
か
ら
来
た
訳
な
ん
だ
。
」

木村熊二

・

「
旧
主
人
」
の
モ
デ
ル
─
─
木
村
熊
二

【
資
料

】

臼
井
吉
見
『
近
代
文
学
論
争
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）

【
資
料

】

青
木
な
を
「
木
村
熊
二
」

　
　
　
　
　
　
（
『
島
崎
藤
村
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
）

藤
村
の
小
説
作
法
─
─
モ
デ
ル
・
写
実
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

▼
　
写
実
へ
の
志
向

【
資
料

】

島
崎
藤
村
「
序
」（
『
緑
葉
集
』
春
陽
堂
、
一
九
〇
七
年
一
月
）

▼
　
実
際
に
は
写
実
と
仮
構
が
入
り
交
じ
っ
て
い
た

【
資
料

】

島
崎
藤
村
「
新
片
町
よ
り
」
（
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
四
月
、
「
モ
デ
ル
」
と
解
題
し
『
新
片
町
よ
り
』
佐
久
良
書
房
、
一
九
〇
九
年
九
月
）

　

　
「
旧
主
人
」
も
、
実
際
は
妻
の
話
が
交
ぜ
て
あ
っ
た

【
資
料

】

臼
井
吉
見
『
近
代
文
学
論
争
』
同
前

　
　
　
　

　

こ
こ
で
「
モ
デ
ル
問
題
」
が
発
生

　
書
か
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
へ
の
怒
り
　
／
　
し
か
も
事
実
と
異
な
る



「
旧
主
人
」
の
語
り
手
で
あ
り
、
か
つ
視
点
人
物
で
あ
る
お
定
。
下
女
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鋭
く
的
確
な
描
写
を
重
ね
る

彼
女
に
対
し
て
は
、
同
時
代
評
か
ら
す
で
に
彼
女
が
下
女
ら
し
く
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
。
お
定
は
い
っ
た

い
、
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。

・
綾
、
お
つ
ぎ
さ
ん
を
〈
反
復
〉
し
つ
つ
、
最
後
に
回
避
し
た
下
女

・
佐
久
女

小
諸
の
女

佐
久
女
？

・
男
女
の
機
微
に
つ
い
て
、
一
家
言
も
つ
ほ
ど
の
経
験
を
し
た
女

・
以
上
の
よ
う
な
、
経
験
を
積
ん
だ
女
の
回
顧
的
で
「
判
定
的
」
な
語
り
が
「
旧
主
人
」
の
語
り
。

　
か
つ
て
の
主
人
夫
婦
の
失
敗
を
語
り
つ
つ
、
男
女
関
係
に
つ
い
て
の
あ
る
種
の
教
訓
を
示
す
こ
と
が
物
語
の
目
的
と
い

え
よ
う
。


